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１．目的・動機

私の弟はやんばるが大好きで、よく生き物探しに行きます。以前やんばるでケナガネズミを見つけたことを弟が熱

く語っているのを聞いて、ケナガネズミはあまり目撃されていなく、知っている人も少ないことから興味を持ちまし

た。研究している人もごくわずかで、自分たちでも新しい発見ができるのではないかと思い、研究対象にしました。

２．方法、内容

（１）調査場所：沖縄県国頭村の林道

（２）調査期間：2012 年 6 月～ 2012 年 12 月

（３）調査方法：①直接観察…ケナガネズミを見つけて静かに観察。写真やビデオを撮る。林道に落ちている食痕

　　　　　　などを調べる。

②フンの観察…フンを洗い出して顕微鏡で観察する。

３．事前に本やネットで調べたこと

（１）ケナガネズミは日本最大のネズミで大きいものでは全長 60㎝もある。

（２）ケナガネズミはやんばるにしかいない固有種である。

（３）ケナガネズミは夜行性で、主に樹上で生活している。

４．① -1　直接観察の結果

６月 ２日 21:52 目撃 ３匹 アカメガシワの木にいた。フンと一緒にアカメガシワ
の実が落ちていた。

６日 18:15 目撃 １匹 アカメガシワの木の上で実を食べていた
23 日 4:06 目撃 １匹 林道わきの側溝近くをあるいていた

７月 14 日 松食痕とフン
15 日 22:59 目撃 ２匹 松の木にいた１匹と、地面にいた１匹。逃げた後にミ

ミズが落ちていた。
22 日 松食痕とフン
28 日 松食痕とフン
29 日 松食痕とフン
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８月 11 日 松食痕とフン
12 日 松食痕とフン
18 日 松食痕とフン
24 日 松食痕とフン

９月 ８日 20:44 目撃 １匹 イジュの木にいた。下には食痕とフンがあった。
９日 松とイジュの食痕とフン
22 日 松とイジュの食痕とフン
23 日 松とイジュの食痕とフン

10 月 ６日 松食痕とフン
10 日 20:00 目撃 １匹 イジュの木にいた木の上でイジュの実を食べていた
11 日 どんぐりとイジュの食痕とフン

11 月 ３日 橋にフン大量
４日 橋にフン大量
10 日 フン大量
24 日 どんぐり・イジュの食痕と大量のフン

12 月 １日 どんぐり・イジュの食痕とフン・鳴き声
２日 どんぐり・イジュの食痕とフン
15 日 イジュの食痕とフン・鳴き声
16 日 イジュの食痕とフン
28 日 23:16 目撃 2 匹 車で走行中急に茂みがガサガサした。もう一匹の鳴き

声も聞こえた。
29 日 イジュの食痕とフン

6 月から 12 月までの間 17 回やんばるに行って、直接見ることができたの

は 6 回だけでした。
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① -2　食痕の観察の結果

●直接食べているところを見た→アカメガシワ・マツ・イジュ

●ケナガネズミかどうか確実ではないが、ケナガネズミが出たところに落ちているのを発見した。

→ミミズ、カタツムリ、ヤマモモ、ドングリ

（２）フンの研究の結果

ケナガネズミのいろいろなフンを採集、記録し、アルコールで洗浄、水で洗い流し、乾燥させて顕微鏡で観察する。

出てきたもの　①サツマウバタマムシの体の一部。②葉の葉脈　③何かの足？もしくは植物の節　④大量の毛。

⑤何かの種？（特定できず）⑥昆虫の羽

① ② ③ ④

⑤ ⑥
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５．考察

（１）食べ物はカメガシワ、ヤマモモ、マツ、イジュなどの実を食べ、昆虫類なども食べる雑食であることがわかった。

（２） 調べたとおり、夜行性で主に樹上で生活していた。

（３）食痕とフンが新鮮だと、その夜その場所でケナガネズミに出会える可能性が高い。

（４）お互いに鳴き合うことがある。

（５）私たちが車から降りただけでビクッとして逃げようとしていたため、臆病で、注意深いとこがわかる。　

（６）毒があるもの（イジュの実）を食べていたため、解毒作用があると思われる。

６．感想

今回、この研究を通して普段あまり調べる機会のない生き物について自分たちの手で詳しく調べることができた

し、専門家の方々にもいろいろなお話を聞くことができ、とても貴重な体験となりました。

食痕やフン、周りの木などを調べてケナガネズミが出そうな場所を予想するのも楽しかったし、予想が的中してそ

の夜にケナガネズミを見ることができるととてもうれしくてドキドキしました。ケナガネズミに会えない日はがっか

りしていたけれど、フンの研究を始めてからはケナガネズミが食べているものが分かったりと発見があるので、フン

を拾って何が出てくるか研究することがとても楽しみになりました。

今後も、今回の研究でわからなかったこと（食痕はないのにどうして橋にたくさんフンをするのかとか、鳴き合う

意味とか）新たに出てきた疑問などをまた調べていきたいです。次は巣を見つけるのが目標です。

そして、ケナガネズミという生き物を少しでも多くの人に知ってもらいたいです。

ケナガネズミの生態について、この短い期間では深くは知ることができなかったけれど、いろいろな知識が増えま

した。わたしたちのこの研究によってケナガネズミのことをはじめて知った方は少なくないと思います。その方々に

もケナガネズミに興味をもっていただけたら幸いです。そして、行政の方には、保護活動を行ってくださることを期

待しています。


